



































































































































































































































































































近づけるのだ。クロフオー ド自身も自分のヒー ロー をジェイムズ･キャラクター によ
く見られる「想像力豊かな｣人物にする。その他にも二作品では、メロドラマ性豊
かな場面や結末部にも類似性を見いだせる。
そこで以下検討したいのは、再びイタリアの描写である。『鳩の翼』において、
ジェイムズは『肖像』のフィレンツェ・ロー マからヴェニスヘと舞台を移すが、再び
その筆致は暖昧である。水の都を描く際、ゴンドラや運河、サンマルコ広場そして
ミリーが賃借する宮殿への言及はあるが、細かい描写は見当たらない。むしろ
彼はヴェニスのロマンティックで退廃的というステレオタイプ的なイメー ジに固執
する。18しかしこれらの要素の中で、ジェイムズは都市の二側面を提示する。そ
の表面的な美と、ジェイムズの好んで描くヨーロッパを典型とする根元的な悪
だ。ヴェニスの美は主として陽光が注ぐときに示されるが、その悪はマートン・
デンシャーがサンマルコ広場でマーク卿を見かけたときに遭遇した「嵐」によっ
て表象される。
ジェイムズの晴天のヴェニスは、おおかた眩いイメージのカタログだ。ジェイム
－61－
らな安っぽい地区ができた。イエズス教会やサン･アンジ
ェロ橋への側道の網は掘り起こされ、ヴットーリオ･エマヌ
エーレ大通りが開通した。ローマへ不案内な者たちがかつ
て地図や案内書を手に暗がりを探した建物は、広い通りを
みたし巨大広場を照らす煙々とした光の中に突如照らし出さ
れた。広々した公文書局は白日のもと堂々とそびえ、マッシ
モ宮殿のカーヴした正面はその黒い柱廊を新しい都市最大
級の大通りの人目にあらわにした。古ぼけたチェンチ門はか
げりなき陽光の中むさくるしさをさらし、オクタヴィアのポル
チコは再び河の上に姿を見せた。22
『サラチネスカ』から引き続き登場する悪役、ウーゴ・デル・フェリーチェ
(UgodelFerice)ですら変貌した周囲の建築の醜悪さを嘆く。景気高騰を示すため
に、クロフオードは街を闇歩する新興成金の描写を手際よくはさむ。「男たち、6ケ
月前にはレンガとモルタルの荷をかついで梯子を登っていたものが､今や繁盛して
いる下請け業者となり、粋な小型馬車を乗り回していた。イタリア的成功の絵を
示し、最高に派手なネクタイを喜んでしめ、長めの黒い葉巻で､一番黒くて長いも
のを吸っているのだった(208-9)。他の詳細に描かれた場面は聖ピエトロ大聖堂
の場面だ。これはローマという主題を扱う上でジェイムズとクロフオードがいかに
異なるか示している。大聖堂で行われるカトリック祝祭の場面で、クロフォードは
寺院の内部を細かく描く。「高い祭壇のねじれた円柱、…ドームのモザイク、…身
廊の赤いダマスク織の壁掛け、・・・スイス人の衛兵、大礼服に身を包んだ教皇の
侍従そして・・・中世風に、様々な色をおびた人物たちが来たる目的のために開放
されたままの空間を動き回っていた｣(70)。こうした具体的な描写は、特別な機会
に大聖堂に足を踏み入れたことがない者を満足させるだろうし、何より顕著なこと
は、その場についてはイザベル･アーチャーが経験したような何ら魔術的なものが
ない、ということだ。『ドン･オルシーノ』でも作者は大聖堂を想像力が羽ばたくと
ころとはしなかった。
同様にローマの夏を描くにあたり、クロフォードは都市のロマンティックなイメー
ジを覆すb「夏の間、ロー マは文明的な世界からは程遠い｣(240)とはじめ、彼は暑
さによるローマの不衛生な側面を指摘する。その際、ローマはノミやハエ、蚊のは
びこる所となる。更に彼は夏がどれほど暑くて長く感じるか記述してからローマを
「呪われた都｣(241)と呼ぶのだ。彼は気が滅入るような夏の熱気に触れ、また特に
コレラのために死亡した亡骸のおぞましい光景も詳述する。その後読者にひどい夜
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は多くないし、9月には涼風が吹くことを強調しても、先のような陰気で現実的な記
述は、ローマについての憧慢を消すには十分であろう。
かくして『ドン･オルシーノ』については、ローマの描写はリアリズムが基調をし
める。もっともこの時点で醜いローマというのも、永遠の都を美化するのと同じくら
いクリシェでないかという議論もあるだろう。しかしながらクロフオード作品の文脈
では、ローマというのはサラチネスカ・サーガ以外も合わせると聖なる都市であり、
これを幻滅させるような表象というのは、作者にとって自分の伝統的手法に対し
実験的な逸脱だったといえよう。
このリアリズムへの移行というのは、作品で示されるように、おそらく実際の歴
史上の変化と関わっている。ローマの産業化以後、新興富裕層が、何代にも渡っ
て富を持つ者たちより強力となった。悪役ウーゴの事例が示すように、以前の悪
役ですら、名士で財産家に変身できる。富を所有することは権力を持つこと、そし
てそれはローマの投機ゲームの中で誰にでも可能なことのようだ。社会秩序は不
安定となり、これまでのヒエラルキーや名誉は逆転される。当然人々はより物質
主義的となり、品位を落とすb加えて長子相続制の法律がローマで改正されたた
め、世襲財産は必然的に広く分配されることになるのだ。また貴族の美術品のコ
レクションは公的財産とみなされるようになったため、貴族達はそれらの売却や、
リースが出来なくなった。換言すれば、貴族制は受難の時代を迎え、制度自体が
時代錯誤的になってきたのである。
そうした土壌で､英国で近代的教育を受けた主人公オルシーノの苛立ち、不安
や不満は当然のことといえる。主人公は何度も有閑階級の暮らしについて不満を
もらし、職業を持ちたいと望む｡母のコロナは周りの社会的変化に気付いており、
息子に時代の波に乗り遅れないように勧める。結果、ブームの建築業に手を出し
たオルシーノは、ウーゴの好計にはまり彼の負債から逃れられない立場に陥る。
オルシー ノを愛するヒロイン､マリア･コンスエロ・ダラニウェッツ(MariaConsuelo
d?Aranjue⑳がウー ゴに結婚という形の身売りをし、物語は主人公が救われるとい
うメロドラマ的解決がはかられる｡23社会的圧力並びに貴族達の内なる声を十
分理解するクロフォードは､彼の御箱である貴族ロマンスの流行の終焉を察して
いたと思われる。こうしたクロフオードの認識こそが､彼の小説が､完全に、或いは
実質的にロマンティックになることから救うのだ。メロドラマ性をはらむものの、
『ドン･オルシー ノ』のリアリスティックな傾向は､一つの時代が終わりに近づきつ
つあることへのロマンス作家のアンビヴァレンスを写しているようだ。もはやロマン
スを創作することは叶わなくなったローマに代わり、クロフォードが『ドン･オルシ
ノー』の続編、『コルレオー ネ』(Co"eo"e,1896)の舞台をシチリアに移したことはざ
－65－
ほど意外ではないだろう。
結びにかえて
二人の作家によるイタリアの表象は、かくして対照的だということが分かる。ジ
ェイムズの物語は、アメリカ人としての作家のイタリアのイメージを写している。ミリ
ー・シールがプリンセスになるというのは、イタリアやアメリカ人についてのジェイム
ズの潜在的な願望ともいえよう。これはジェイムズがどれほど部外者であり、またイ
タリアが彼にとってはいかに憧撮の地であったかを明らかにする。おそらくそうした
土地への崇拝が、加加〃Ho""(190卯などで発揮されるジェイムズの日頃の鋭い観
察眼を曇らせ、自分の創作世界においてはイタリアの理想的姿を保たせ続けたのだ
ろう。イタリアは現実を超え、ジェイムズにとっての｢夢｣であったともいえる。
それとは逆に、イタリアに精通するクロフォードは、ヨーロッパでの自分の故郷を
ジェイムズのようには眺めなかった。「ソレントの貴公子｣と呼ばれた作家にとって、
イタリアは地に足をつけて生活する｢現実」そのものであった。彼の慧眼さはイタリ
ア社会の変化を見逃さず、それを記録し続けた。クロフオード作品は小説であると
同時に歴史害とも呼べよう。何度か引用したウィリアム･ヴァンスを始め、ゴー ドン・
プー ルも小説の歴史的記録としての正確さを指摘している｡24そうしたロー マの写実
的描写に限らずくこの柔軟な創作態度こそが作家の現実主義を示しているとも言え
る。つまり、クロフオードは彼の強みである貴族ロマンスを変容させ、それまで退け
てきたはずの写実主義を取り入れ創作を続け、現実社会に生きる同時代の読者に
アピー ルした。そして暗に文芸潮流ではリアリズムが主役となる日々 の到来を告げた
のである。
二人の作家が愛したイタリヌという舞台の扱いに見られるロマンスとリアリズム
の交錯は、変化しつつある文芸スタイルへのそれぞれの応答であったともいえよう。
アメリカ娘、ミリー ・シー ルが孤児からプリンセスのような存在になる一方で、由緒
あるロー マ貴族の末喬、オルシー ノ・サラチネスカは平民のように働くことを選ぶ。
この逆方向への動きは、二人の作家が志向する方向性が対照的であることを示すb
変化したローマはもはや想像力の源泉とはなりえず〈それ故クロフォー ドのテクスト
はリアリズムとロマンスの混在を示すbかたやジェイムズはヴェニスを選ぶことで、
自身のロマンスを可能とし続けるのだ。そして「中立地帯｣なき後、ジェイムズは人
間の意識へ、クロフォー ドは超自然の世界に創作の可能性を模索し続けたというこ
とが、次なる作品群の誕生、即ちジェイムズならばローマを舞台としながらもイタリ
アの歴史と文化はプリンスや表題の杯によって象徴的にしか描かれないZWeGo肱〃
Bowﾉ(1904)、クロフォー ドの場合は、優れた怪奇短編小説群の存在を説明するだろ
－66－
うが、この点についてはまたの機会に論じたい。
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